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志布志中学校は，平成２８年度からコミュニティ・スクールとして
スタートしました。コミュニティ・スクールとは，保護者や地域の方
々の代表で構成され，た学校運営協議会をもつ学校のことです。

過去２年間，年間５会議をもち，学校経営方針の説明，課題や対応策，学校評価等について意見交換
や，熟議を行ってきました。本年度から市内全ての学校で実施されるようになりましたので，本年度

より「学校運営協議会だより」を発行していきたいと考えております。
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第２回学校運営協議会報告

H30.7.11
１ 現状報告
○ 学校長より現況報告

２ 授業参観を通して
○ Ｃ棟の補助バック等につい
て整理できないか。

○ 棚の改善に向けた検討を行い，新たに棚を
作るようにした。

○ 教科書も含めた整理整頓や持ち物の精選が必要。
○ 夏場でのマスク着用についてはどうしても必
要かどうか。
○ 元気な生徒が多い。生き生きしてきた。
○ 授業を５０分確実に頑張れるようにしようと
いう取組が見られる。
○ 総務，副総務や生徒会の呼びかけでいろいろな
活動ができるようになってきている。
２学期も期待したい。
○ 朝読書の取組が更に落ち着いてできるように
なると授業に生かせる。
○ 先生方にも活気があった。
○ 授業の声が廊下に響くが，場合によってはボ
リュームを絞ってもよいのでは。
○ 学力向上に向けても今後の取組に成果が現れるよ
うにしてほしい。
○ 授業のまとめでしっかりとポイントを抑えて
いくことも大事である。また，宅習などでの復習
も家庭学習につながっていく。

３ その他
○ 学校運営協議会の活動を保護者や地域に広
く周知してもらうことも必要である。
※学校運営協議会は，学校の応援団である。

第１回学校運営協議会報告

H30.6.5
１ 役員選出
○ 会長に酒匂景一氏を選出。

２ 学校経営案について
○ 学校経営案を説明し，委員から今年度の
学校経営方針について承認をもらう。

３ 授業参観を通して
○ 小学生の保護者が今の志布志中が安心・安
全な学校かという事を聞かれるので，落ち着
いた状況であること等を伝えようと思う。
○ 鹿児島学習定着度調査の結果を生かし，そ
の分析をしてどの教科も伸ばしてほしい。
○ 座る姿勢，聞く姿勢をしっかりとできるよ
うに指導も必要である。

４ その他
○ 昨年度３年生が，志布志高校の体育祭を見
学に行った。今年度も続けてほしい。
○ 登下校について下記の意見が出された。
・ 生徒の保護者の車による登校が多く見られ
駐車場入り口が広がり混雑が解消してきた。
・ 車送迎について，自力登校の呼びかけも行

。 。っている 送迎についても気をつけてほしい
・ 自転車通学のヘルメット着用，マナー，保
険加入について､通学生以外の生徒も家庭での
指導も行うように意見もだされた。

（ ）○ 部活動の朝練習にこれない生徒 バス利用
への配慮。確認を行ってほしい。
○ スクールカウンセラーの相談を積極的に活
用してほしい。

学校運営協議会で解決したい課題等
（熟議のテーマ案）

１ 志布志中学校区(小学校６校区)の思いを活か

すとともに志布志中学校支援体制の充実を図る

運営協議会組織の在り方について検討する。

２ 志布志の特性(歴史，環境，産業等)についての
教育活動への支援の在り方を検討する。


